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心室腔拡張と心室壁菲薄化を伴わない
ホルスタイン種乳牛の心筋症の１症例
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要 約

４歳２カ月齢のホルスタイン種乳牛が分娩２カ月後に、食欲不振、乳量減少を主訴に初診を受けた。初診時の

身体検査では、頸静脈の怒張・拍動が認められ、聴診ではギャロップ音が聴取された。心電図検査で Pと T波

の増高が認められたが、著しい低電位はみられなかった。心音図検査では�音が確認された。また、心臓超音

波検査では、肺動脈と右心房の拡張が認められたが、心室腔拡張、収縮率低下および心室壁菲薄化はみられな

かった。血液検査では炎症像は認められず、生前の確定診断には至らなかった。病理解剖では、肉眼的に心筋の

褪色、両心室壁の軽度肥厚が認められたが、心室腔拡張と心室壁菲薄化はみられなかった。病理組織学的には

両心室壁および中隔で心筋線維の肥大・大小不同、空胞変性および間質の線維化所見から心筋症と診断された。
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は じ め に

心筋症とは心機能異常を伴う心筋疾患であり、拡張型

心筋症、肥大型心筋症、拘束型心筋症および不整脈原性

右室心筋症に分類される。ホルスタイン種乳牛では拡張

型心筋症が広く知られており、心筋の変性と線維化、心

室腔拡張と心室壁収縮力低下から循環障害が生じること

によって、冷性浮腫、頸静脈怒張、胸水・腹水の増量な

どのうっ血性心不全症状が引き起こされる［１‐４］。今回、

分娩後２ヶ月のホルスタイン種乳牛において、心室腔の

拡張と心室壁菲薄化を伴わないが、病理組織学的に心筋

症と診断されたホルスタイン種乳牛の症例に遭遇したの

で、これを報告する。

症 例

症例は４歳２カ月齢のホルスタイン種乳牛で、最終分

娩は２ヶ月前 （２産目）であった。主訴は食欲不振お

よび乳量減少で、初診時（第１病日）、体温３９．０℃、心

拍数８８回／分、呼吸数２８回／分であった。身体検査では、

削痩、頸静脈の怒張（図１）・拍動、背弯姿勢、肘頭外

転が認められ、ギャロップ音が聴取された。食欲は低下
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図１ 頚静脈の怒張が認められた（矢印）。（第１病日）
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しており、第一胃運動は２分間に０回と減弱していた。

また、肺音は正常であった。初診日に行われた血液検査

では、明らかな異常は認められなかった。また、血液生

化学検査では、γ-GTPの高値が認められた以外に異常

は認められなかった（表１）。心電図検査では P波およ

び T波の増高が認められ、また心音図検査では、�音

・�音に加え、�音が記録された。心臓超音波検査では、

肺動脈および右心房の拡張が認められたものの、心室腔

拡張および収縮の低下、心室壁菲薄化は認められなかっ

た。腹部エコー検査により後大静脈の拡張が認められた。

状態は次第に悪化し、第１５病日に病性鑑定のため病理解

剖を実施した。

病理解剖検査所見

病理解剖では、心臓は全体的に褪色して心室壁はやや

肥厚し（図２）、心筋は硬結感を増し、肺動脈は拡張し

ていた。肝臓ではうっ血を認め、肝静脈の拡張が認めら

れた。腹水は軽度に増量していた。病理組織学的検査で

は、両心室壁および中隔で心筋線維の肥大、大小不同、

空胞変性および間質の線維化が認められた（図３）。

考 察

本症例は頸静脈の怒張・拍動といった循環不全症状を

呈し、心音の異常（ギャロップ音）が聴取されたことか

ら、鑑別診断として、創傷性心外膜炎、拡張型心筋症、

心内膜炎、心筋炎、後大静脈血栓塞栓症が考えられた。

しかし、発熱がなく明らかな炎症像が認められなかった

表１ 血液および血液生化学所見（第１病日）

RBC ５．９８x１０６／µl BUN ８．４mg／dl

Hb １０．８g／dl Creatinine ０．９mg／dl

PCV ３２％ AST ４８U／l

MCV ５０．５fl LDH ８９１U／l

MCHC ３５．８g／dl

Platelet ２５．２x１０４／µl

WBC ８８００／µl TP ６．８g／dl

Sta ０／µl（０％） Albumin ４５．６％

Seg ５７２０／µl（６５％） α-globulin １６．２％

Lym ２９０４／µl（３３％） β-globulin １１．２％

Mon １７６／µl（２％） γ-globulin ２７．０％

Eos ０／µl（０％） A／G ０．８４

図２ （左）心臓の外観は、全体に褪色していた以外、異常は認められなかった。
（右）右心室を開いた図。心室腔の拡張は認められなかった。

図３ 心筋の組織像。心筋繊維における大小不同、空胞
変性、間質の結合織の増生が認められた。
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こと、心雑音が聴取されなかったこと、心電図における

低電位所見が認められなかったこと、心臓超音波検査に

より心室腔拡張、心室壁菲薄化、収縮不全といった所見

が認められなかったこと、呼吸器症状が認められなかっ

たことから、生前は確定診断に至らなかった。

病理解剖検査において、肉眼的所見から創傷性心外膜

炎および心内膜炎は否定された。また、心筋が褪色し硬

結感を増していたため心筋の異常が疑われたが、心室腔

拡張および心室壁の菲薄化は認められず、肉眼所見では

拡張型心筋症とは診断されなかった。しかし、病理組織

学的検査所見では、心筋線維の大小不同と空胞変性、間

質の線維化といった、拡張型心筋症と同様の組織所見が

認められたため、本症例は心筋症と診断された。

本症例は生前のエコー検査において、心室腔拡張と心

室壁菲薄化は認められず、左室の収縮力は低下していな

かった（左室内径短縮率＝５０％）。しかし、肺動脈と右

心房の拡張がみられたこと、および�音の出現から、右

心収縮機能異常が生じていた可能性があると思われたが、

確定には至らなかった。

ホルスタイン種における心筋症は、心室腔拡張による

収縮不全を特徴とする拡張型心筋症がほとんどである。

しかし、我が国ではこれまでに、肥大型心筋症が２症例、

および心室腔拡張を伴わない心筋症が２症例報告されて

いる［５‐７］。本症例は、発症年齢が４歳（２産目）である

ことを除くと、臨床症状および病理学的所見は、過去に

報告された心室腔拡張を伴わない心筋症と類似していた。

そこで血統を比較したところ、以前報告された２症例の

共通の種雄牛 CHの父牛は、本症例の母牛の父牛と同

一であり、遺伝性疾患の可能性は否定できないと思われ

た。なお、本症例は拡張型心筋症の因子を保有すると特

定されている種雄牛との関連は認められなかった。いっ

ぽう、本症例では浮腫や胸水・腹水の貯留といった循環

不全症状が軽度であったため、早期の拡張型心筋症で

あった可能性も考えられた。これまで牛の拡張型心筋症

の経過に伴う心筋の変化や、拡張を伴わない心筋症につ

いての詳細な検討はされていないため、さらなる調査が

必要であると考えられた。
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